
第３期米原市教育振興基本計画の基本目標 新旧対照表 

現計画（平成 29年３月） 

変更理由 

次期計画（案） 

基本

理念 
基本目標 

基本

理念 
基本目標 
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１ 心豊かでたく

ましく生きる力

を育む教育を実

現します 

就学前教育・保育と学校教育は、社会

的に自立していくための基盤となる力

を形成する場として重要となります。変

化の激しい社会において、将来にわたっ

て子どもたちが夢を持ち、自ら学び考

え、目標に向かってたくましく生きてい

くことができるよう、「確かな学力」

「豊かな心」「健やかな体」を育てます。

本市の自然、歴史・文化などの資源を生

かし、「米原っ子に生きる力を」をテー

マに米原らしい特色のある教育の推進

を図ります。 

①社会の変化に即した新たな
学びの展開を行なうため 

②子どもたちの資質・能力をよ
り一層確実に育むため 

③子どもたちが自ら学び、主体
的に課題を見つけ解決する
力を育成し、これからの社会
を自ら切り拓いていく力を
養うため 

④情報化社会の中で、リテラシ
ー教育を推進する必要があ
るため 

⑤自然、歴史・文化などの資源
を通じて、教科横断的な学び
を通じた学びを推進してい
くため 

と
も
に
学
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、
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ま
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１ これからの社会

を切り拓く力を

養います 

就学前教育・保育と学校教育は、社会的

に自立していくための基盤となる力を形成

する場として重要となります。社会の変化

に対応する教育により、（①）将来にわたっ

て子どもたちが夢を持ち、自ら学び考え、

目標に向かってたくましく生き、新しい未

来を切り拓いていく力を持てるよう（③）、

子どもたちの資質・能力（②）として「確

かな学力」「豊かな心」「健やかな体」や情

報化社会の中で情報を正しく活用ができる

能力を育成します。（④） 

本市の自然、歴史・文化などの資源を生

かし、豊かな学びを通じて次代の米原を担

う（⑤）米原らしい特色のある教育の推進

を図ります。 

 

指 標 名 
計画策定時現状値 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和３年度） 

待機児童発生数 0人 0 人 0 人 

総合学力調査「読む能力」の正答

率 

小学校：68.7％ 

中学校：63.8％ 

小学校：78.9％ 

中学校：70.9％ 

小学校：70％ 

中学校：65％ 

図書館の児童書貸出冊数  170,031 冊  158,913 冊 171,000 冊 

長期（年間 30日以上）欠席率（小

学校・中学校） 

小学校：0.58％ 

中学校：2.57％ 

小学校：0.87％ 

中学校：2.77％ 

小学校：0.5％ 

中学校：2.4％ 

学力・学習状況調査「いじめはど

んな理由があってもいけないこと

だと思う」児童生徒の割合 

 

小学校：96.7％ 

中学校：93.2％ 

 

 

小学校：98.1％ 

中学校：96.4％ 

 

小学校：100％ 

中学校：100％ 

子ども（小学５年生）の体力・運

動能力テストの体力合計点 

 男子：51.56 

  女子 :53.82 

男子：52.84 

女子 :54.07 

全国平均を 

上回る 

体力・運動能力調査「持久走」の

県平均を上回った学年数（中学校） 
全学年 

男子 4学年 

女子 6学年 
全学年 

体力・運動能力調査「50ｍ走」の

県平均を上回った学年数（小学校） 

男子：２学年 

女子：４学年 

男子：１学年 

女子：４学年 

男子：４学年 

女子：４学年 

「ふるさと３事業」実施校園率  76％  76.3％ 100％ 

学校給食に地場産物を使用する割

合（食材数ベース） 
34.4％ 39.0 ％ 35％ 

総合学力調査「地域や社会をよく

するために何をすべきか考えるこ

とがある」児童生徒の割合 

小学校：42.5％ 

中学校：34.8％ 

小学校：55.4％ 

中学校：43.8％ 

小学校：45％ 

中学校：35％ 

 

資料５ 



第３期米原市教育振興基本計画の基本目標 新旧対照表 

 

現計画（平成 29年３月） 

変更理由 

次期計画（案） 

基本

理念 
基本目標 

基本 
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２ 学校・家庭・地

域がつながり、協

働して地域全体

の教育力を高め

ます 

近年、家庭の教育力や地域のつながり

が低下しているという声が多くなって

います。地域の大人や異年齢の子どもた

ちとの交流や自然体験が減少する中、学

校・家庭・地域の双方向のつながりと協

働によって、子どもたちの豊かな成長を

支えることが求められています。 

家庭での教育が、学校園での学びを支

える力となり、地域みんなで力を合わせ

て子どもの未来を応援していくため、学

校・家庭・地域の連携を強化し、つなが

り合いながら、まち全体の教育力を高め

ます。 

①教育に関する保護者相談体
制の充実、家庭の教育力向上
をめざした成人教育の充実
など家庭の教育力の向上が
必要なため 

 

②家庭・地域が一体的に子ども
たちの育ちに関わる機会の
充実がさらに求められるた
め（また、地域の人材の活用
が子どもの成長につながる
ため） 

 

２ 学校・家庭・地

域がつながり、協

働して地域全体の

教育力を高めます 

近年、家庭の教育力や地域のつながりが

低下しているという声が多くなっていま

す。家庭の教育力を高めるとともに、（①）

地域の大人や異年齢の子どもたちとの交流

や自然体験が減少する中、学校・家庭・地

域の双方向のつながりと協働によって、子

どもたちの豊かな成長を支えることが求め

られています。 

地域連携により学校マネジメントを支え

るとともに、地域の活力を学校に積極的に

生かし、体験・実践から、子どもの自己肯

定感や自己有用感を育むことにつながりを

創出し（②）、まち全体の教育力を高めます。 

 

指 標 名 
計画策定時現状値 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和元年度） 

目標値 

（令和３年度） 

家庭児童相談対応ケース数 356 件 
262 件 

(100％) 
対応率 100％ 

子育てをテーマにした講演会の参

加者数 
265 人 205 人 300 人 

学力・学習状況調査「地域の行事

に参加している」児童生徒の割合 

小学校： 85.3％ 

中学校： 60.4％ 

小学校： 86.5％ 

中学校： 65.5％ 

小学校：88％ 

中学校：65％ 

冒険遊び場の設置数 ２か所  2 か所 ５か所 

子ども会事業への参加数 

放課後児童クラブの設置数 

493 人 

9 か所 

371 人 

9 か所 

500 人 

10 か所 

あいさつ運動実施率 100％ 100％ 100％ 

少年補導委員街頭補導活動回数 861 回 1,108 回 900 回 

学校地域支援本部事業設置率 
33％ 100％ 

100％ 

学校地域支援本部登録ボランティ

ア数 

330 人 338 人 
500 人 

まなびサポーター登録者数 135 人 164 人 145 人 

園運営委員・学校評議員活動平均

回数 

 

2 回 

 

2 回(園) ３回 
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現計画（平成 29年３月） 

変更理由 

次期計画（案） 

基本

理念 
基本目標 
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３ 一人一人が大

切にされ、安全・

安心で質の高い

教育が受けられ

る環境をつくり

ます 

大きく社会が変わりつつある今日こ

そ多様性を尊重した教育を推進するこ

とが大切になってきており、一人一人の

ニーズに応える支援を充実させ、誰もが

自分の可能性を伸ばせる環境づくりが

求められています。いじめの防止や不登

校への対応を含め、関係機関の連携の

下、相談・支援体制を整備するとともに、

誰もが安全・安心で、質の高い教育が受

けられるよう、教育環境を整備します。

また、子どもたちの学習意欲を高められ

るよう、指導を担う教職員の資質の向上

にも取り組みます。 

①新しい時代の教育に向けた
持続可能な学校指導体制の
整備等が必要なため 

 

②③④一人ひとりの特性に応
じた教育の推進（貧困、不登
校、ひきこもり、障がい、性
的マイノリティにかかる子
どもへの対応）が必要なた
め、SDGs 考え方を踏まえるこ
とが必要なため 

 

⑤感染症の拡大等時代の変化
に対応した学習環境などの
整備、教職員が子ども一人ひ
とりと向き合える環境づく
りが必要なため 

 

⑥教員の働き方の見直しが必
要なため 

 

３ 誰一人取り残さ
れず一人一人が
大切にされ、質
の高い教育が受
けられる環境を
つくります 

大きく社会が変わりつつある今日こそ多

様性を尊重した持続可能な（①）教育を推

進することが大切になってきており、一人

一人の特性に応じた（②）支援を充実させ、

誰もが自分の可能性を伸ばせる環境づくり

が求められています。 

いじめの防止や不登校への対応を含め、

関係機関の連携の下、子どもとその家庭に

寄り添う（③）相談・支援体制を整備する

とともに、誰一人取り残されず（④）安全・

安心で、質の高い教育が受けられるよう、

時代の変化に対応した（⑤）教育環境を整

備します。 

また、子どもたちの学習意欲を高められ

るよう、指導を担う教職員の働き方の改革

をすすめ、一人ひとりと向きあえる環境づ

くり（⑥）や指導力の向上にも取り組みま

す。 

 

指 標 名 
計画策定時現状値 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和元年度） 
目標値 

（令和３年度） 

児童発達支援事業 親子通園開

設回数 
355 回 486 回 370 回 

子どもケアサポーター派遣人数 
42 人 43 人 

50 人 

不登校児童生徒数 

小学校：10人 

中学校：27人 

小学校：18人 

中学校：28人 

２割以上削減 

（小学校 8人） 

（中学校 21人） 

スクールソーシャルワーカー活

用実績 

 ８校 

（拠点校を除く） 
  13校 14 校 

学力・学習状況調査「学校に行く

のは楽しいと思う」児童生徒の割

合 

小学校：77.0％ 

中学校：82.1％ 

小学校：91.2％ 

中学校：85.0％ 

小学校：88％ 

中学校：93％ 

スクールガード登録者数 
870 人 851 人 

1,000 人 

「子ども 110 番のおうち」、「子

ども 110番のくるま」設置数 

おうち:326か所 

くるま：103 台 

おうち:329か所 

くるま：89台   
おうち:350か所 

くるま：110 台 

米原市市民意識調査「教育内容、

施設の充実」の満足度 
75.6％ 84.4％ 78％ 

教育センター開講講座・研修会延

べ受講人数 
979 人  1,003 人 1,000 人 
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現計画（平成 29年３月） 

変更理由 

次期計画（案） 
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理念 

基本目標 
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４ 生涯にわたっ

て豊かに学び合

い、いきいきと活

動できる環境を

つくります 

変化の激しい現代社会において、生活

に必要な知識や技能の習得、生きがいや

自己実現の方法として多様な学習機会

が求められています。生涯学習は、単な

る知識・技術の修得にとどまらず、多様

な学びや成長が生きがいを育み、人生を

豊かにするものとなります。また、学ん

だことを地域での活動に生かすことや、

学習活動を通じた新しい人のつながり

が、地域の活性化や教育力の向上をもた

らすことも期待されます。互いを認め合

う確かな人権文化の確立とともに、市民

の自主的な活動と連携しつつ、誰もが参

加しやすい生涯学習の機会を創出しま

す。また、競技スポーツや生涯スポーツ、

野外遊び、健康づくりなどの各種の活動

の充実を図り、人と人、地域と地域がつ

ながる「スポーツコミュニティまいば

ら」の実現を目指します。 

①多様性（ダイバーシティ）へ
の理解が必要なため 

②人生 100 年時代に向けて、学
び続けられる環境づくりが
求められるため 

③市民の運動・スポーツをする
きっかけづくりの提供が必
要なため 

 

４ 人生 100 年時代
に向けて、豊か
に学び合い、い
きいきと学び続
けられる環境を
つくります 

変化の激しい現代社会において、生活に

必要な知識や技能の習得、生きがいや自己

実現の方法として多様な学習機会が求めら

れています。生涯学習は、単なる知識・技

術の修得にとどまらず、多様な学びや成長

が生きがいを育み、人生を豊かにするもの

となります。また、学んだことを地域での

活動に生かすことや、学習活動を通じた新

しい人のつながりが、地域の活性化や教育

力の向上をもたらすことも期待されます。

個人の持つ多様性を理解し（①）、互いを認

め合う確かな人権文化の確立とともに、市

民の自主的な活動と連携しつつ、誰もが参

加しやすい生涯にわたり学び続けられる

（②）機会を創出します。 

また、競技スポーツや生涯スポーツ、野

外遊び、健康づくりなどの各種の活動の充

実やきっかけづくり③を図り、人と人、地

域と地域がつながる「スポーツコミュニテ

ィまいばら」の実現を目指します。 

 

指 標 名 
計画策定時現状値 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和元年度） 
目標値 

（令和３年度） 

米原市市民意識調査「生涯学習の

推進」の満足度 
 82.5%  85.0% 85％ 

公民館・生涯学習センター利用者

数 
166,075 人 146,225 人 166,500 人 

地域人権リーダー研修会の参加

者数 
241 人 263 人 250 人 

ハートフル・フォーラムの実施率 80.4％ 76.6％ 85％以上 

まなびサポーター登録者数(再

掲) 
135 人 164 人 145 人 

生涯学習まちづくり出前講座年

間実施回数 
269 回 236 回 300 回 

市民一人当たり図書館貸出冊数 11.5 冊 9.7 冊 12 冊 

地域スポーツクラブ会員数（延べ

人数） 
1,085 人 1,207 人 1,500 人 

体育協会加盟人数 3,000 人 2,052 人 3,100 人 

米原市市民意識調査「スポーツの

推進」の満足度 
83％ (H25) 85.9％ 85％ 
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現計画（平成 29年３月） 

変更理由 

次期計画（案） 

基本

理念 
基本目標 
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５ 米原の自然・歴

史・文化の保存・

活用を進め、地域

文化を育みます 

本市は、自然豊かで歴史・伝統文化が
息づくまちであり、それらを身近に感じ
られることが、子どもが育つ上でも、ま
た地域への愛着を育む上でも重要な要
素となります。 

自然環境保全の意識向上、文化・芸術
活動の振興、歴史・伝統文化の保存や活
用を進めるとともに、市民自身がその担
い手となれるよう、地域での活動を支援
します。誰もが自然・歴史・文化に親し
むことのできる機会を充実させ、地域文
化を育んでいく環境づくりを進めます。 

①郷土愛の醸成、郷土愛の育成
が地域への関わりの教科等
につながり、地域の教育力向
上につながるため 

 

②豊かな自然を生かした自然
教育の推進、持続可能な社会
に向けた担い手の育成 

 

５ 米原の自然・歴
史・文化の保
存・活用を進め、
郷土愛を育みま
す 

本市は、自然豊かで歴史・伝統文化が息

づくまちであり、それらを身近に感じられ

ることが、子どもが育つ上でも、また郷土

愛（①）を育む上でも重要な要素となりま

す。 

持続可能な社会に向けた（②）自然環境

保全の意識向上、文化・芸術活動の振興、

歴史・伝統文化の保存や活用を進めるとと

もに、市民の郷土愛を育み、（①）市民自身

が積極的に（①）その担い手となれるよう、

地域での活動を支援します。 

誰もが自然・歴史・文化に親しむことの

できる機会を充実させ、地域文化を育んで

いく環境づくりを進めます。 

 

指 標 名 
計画策定時現状値 

（平成 27年度） 

現状値 

（令和元年度） 
目標値 

（令和３年度） 

給食センターにおける収穫体

験実施校数 
0校 3 校 3 校 

いきいき健康ウォークの参加

者数 
153 人 128 人 300 人 

米原市芸術展覧会への市民作

品数 
195 点 83 点 220 点 

米原市文化協会事業への参加

団体数（累計） 
159 団体 123 団体 165 団体 

文化協会員数 1,219 人 896 人 1,500 人 

文化財補助事業申請件数 25 件 28 件 25 件 

米原市市民意識調査「歴史・

文化の継承と活用」の満足度 
86.3％ 86.9％ 88％ 

歴史講座受講者数 51 人 72 人 70 人 

歴史イベント開催回数 11 回 15 回 15 回 

 

 

 


